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本事例は、高機能広汎性発達障害と診断された女児Ａをもつ母親が、当初就学相談の資料作成
を目的として当センターを来談したケースである。しかし主訴で述べるように、母親はＡのコミュ
ニケーションの取り方についての助言も求めてきている。大学院生であった筆者は、初回をＡの託
児者として関わり、３回目の検査を除く５回のプレイセラピーを通して関かった。プレイセラピー
を通してＡが自立に向かって変化していく過程をここに報告する。なお、本事例の提示にあたり、
保護者（母親）の了解を得ているが、プライバシー保護のために一部を修正している。
事例の概要
クライエント：女児Ａ（５才９か月）保育園年長
主訴：長女の小学校に向けての療育を受けたい。家・保育園での生活、コミュニケーションの取
り方のアドバイスをして頂きたい（初回来談時母親の申込用紙より）。困っていることは 匚他人
とのコミュニケーションが苦手。こだわりが強く、雨風を異常に恐がる」ということ。
家族構成：父親00 代半ば）、母親00 代半ば）、Ａ、 弟 Ｏ 歳）
生育歴：母親はＡが１才Ｏか月のとき他の子と比べてよく動き、呼んでもなかなか反応がないこ
とが気になり、１歳半健診で保健師に相談。Ａが２才８ヶ月のとき、保育園の入園式当日にウロ
ウロと動きまわったり、園の外に勝手に出ていくことがあった。医療機関Ｂを受診し、匚広汎性
発達障害の疑い」、その後 匚高機能広汎性発達障害」と診断される。　３才８ヶ月でこども家庭相
談センターにて、療育手帳申請のため検査を受けるが、療育手帳には該当しなかった。市役所か
らの紹介で３才９ヶ月時から療育施設で療育を受け始め、 ５才５ヶ月時、市の発達検査で３歳半
くらいのコミュニケーション能力と言われた（初回来談時、母親が作成、持参したこれまでのＡ
の成長記録等５部の資料より抜粋）。
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面接の経過
Ａには筆者が２週に１回50分でプレイセラピーを行い、母親には別の相談員が並行面接を行っ
た。まずは当センターに慣れてもらうことが必要であると感じられたので、ラホール形成を目的
とし、その後アセスメント検査を実施した。コミュニケーションが苦手という母親の主訴、母親
との面接、検査結果などを踏まえ、Th（筆者）とＡの１対１の関わりをもつことを決定した。プ
レイセラピーでは、まずＡのコミュニケーションの取り方を観察し、できるだけＡに寄り添い、
Ａの潜在的な能力が発揮できるようにすることを目的とした。発言は 匚　」がＡ、『　』が母親、
≪　≫がTh（筆者）として記す。
＃Ｉ　Ｘ年５月第４週目（託児として）
母親はこれまでのＡの成長記録をまとめたA4 用紙15枚程度の資料を持参していた。母親、Ａ、
母親担当の相談員、Th でプレイルームに入室すると、Ａは起き上がりこぼしに飛びついたりボー
ルプ ールに 匚泳いでいい？」と言いながら飛び込むなど、活発に動きまわる。おもちゃの棚に目
をやり、匚これやりたあい」とおもちゃに手を伸ばすが、すぐにやめては別のおもちゃへ向かう。
木琴を触りだしたのでTh が楽器セットを持っていくと、次から次へと楽器を出し大きな音を立
てて遊んでいた。他のおもちゃに目を移しながら木琴をたたき、他に遊ぶものがないか探してい
る。その間母親よりもおもちゃに意識が向いており、母親袒当の相談員がＡに終わりの時間を告
げると15分ほどで母子分離ができた。
Ａは自分の背丈ほどの大きなバランスボールを押して回り、勢いあまってこけるなど活発な様
子を見せた。体全体を動かす動きが多く、 ボールを持ち上げて見せたり、バスケットボールのよ
うについたりして遊ぶ。 ThがＡと同じようにボールを扱い、Th のく せーの≫という掛け声で二
人のタイミングを合わせてボールをぶつけあう遊び（お相撲さんとＡは呼ぶ）をした。また、Ａ
はホワイトボードに文字を書くのに一生懸命であった。友達の名前をひらがなで書きながら説
明し、匚書いて」とTh に要求する。その際、名前の並び順を反対にしてはいけないと話す。また
Ａはワニを描くようTh に要求し、Th が描いた絵を見て、匚違う、これは狼」匚犬」と言ってＡが
尻尾を消す。匚イルカ教えて」と言うのでTh がイルカを描くと、匚そう」と言ってＡは目を描き足
す。この囗の多くの時間はボーリングに費やした。ボーリングを見つけ決まった位置にピンを
立て、決めた位置からＡが玉を投げる。全部倒れると数字にそってまたピンを並べ、匚次はお姉
さん（Th ）やってくれる？」と言い交互に投げた。 Thがストライクを出すと 匚おお！お姉さん
すごーい」と言い、全部倒れると 匚わーい」とＡは両手をあげて喜ぶ。ピンを時々10 から逆に並
べることもあるが、Ａと逆順からTh がピンを並べようとすると 匚違うよ」と言うこともあった。
Th が失敗してなかなか最後の一本が倒せなかったり、≪難しい ー≫ と言ったりすると、その様
子を見てＡが後ろからピンを倒すことが数回あった。それが何度か続くと、Ａは 匚自分で 凵 と
Th に自分でピンを倒すように言う。途中ピンを並べることに必死になり、Th からの質問に答え
ず、違う話をすることもあった。面接を終えた母親が入室し片付ける時は、片付けるのを嫌がる
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が、匚お母さん大好き」と言って母親に抱きつくと『また来週』と母親に言われ退室した。
＜見立てと感想＞
ピンを並べることに集中するとTh が質問しても聞いていなかったり、会話が成立しなかった
りすることもあった。 Th の言動に 匚違う」と言い、口に出さない遊びのルールなどこだわりの
一つと見られる言動が見られた。集中したりこだわりが見られる場面では、他者を意識しにくい
のかもしれない。しかしボーリングでは《難しい》というTh の言葉からTh を援助することもあっ
た。遊びの中でTh の様子やタイミングをみている様子もうかがえ、ラホール形成ができ、2人で
遊んでいる感覚を持った。
＃２　Ｘ年６月第１週目
入室前、Ａは歯が抜けたとうれしそうに報告する。入室後、 ホワイトボードに1 ～6 の数字を
書き、 ボーリングを用意するが、Ａが一度全部倒すとすぐにやめた。その後、食べ物や食器を出
し、ままごとを始めた。遊びが決まると 匚先にこれ片づけたい、（ピンが）当たったから」と言っ
てボーリングを直し始める。Ａは無言で食べ物を混ぜ、一通りすると 匚買い物してくる」と言い、
かごに食べ物をいっぱい詰めて戻ってきたので、Th が品物一つずつをレジに通した。ＡはTh の
そばでレジを通した品物をかごに入れ片付ける作業をする。その間ＡはTh の手元をじっと見て
おり、Th がく これ何やろ？≫ と言うと 匚ハンバーガー、ピーマン、お豆」などと答える。Ａは
かごの中に食べ物に混じって食器が入っているとそれを先によけ、レジを通す際にTh を手伝い
二人でレジを通すこともあった。買い物が終わると二人で買い物かごを持って帰る。 Thが≪食
パンどこに入れた？≫と聞くと 匚あるよ」とＡは探し、買ってきたものを料理して 匚お姉さんに
もあげる」と言って二人分の食事を用意した。Ａが 匚もう一個食パンあるよ」と言うのでTh がか
ごから食パンを見つけると、Ａがそれをトースターで焼く。 Thが≪バターがあったんじゃない？
≫と言うとＡは レ ごヽターここにあるよ」と言って食パンにぬり、Th の分までジュースを入れる。
そのまま食事が終わる頃にＡは 匚後でプールに行こうか」と言ってTh を誘い、匚じゃあこれ片付
けようか」とＡが言うので食器や食べ物、レジを片付ける。片付けるとＡはボールプールに入っ
て遊び、再びホワイトボードに文字を書く。前回Ａが書いた名前をTh が書くと、Ａも隣に書い
ていく。 Thが 匚歯が抜けたの【は】やで」と言って【は】と書き、続いて【はひふへは】と書く
と、Ａがその横に【はひふへは】と真似して書く。しかしＡは【は】の文字を間違って書いており、
Th がそれを指摘するが、以後ずっと間違えたまま書き続け、匚同じみたいに字書いて」と言って
Th にも間違えた【は】を書くように言う。時間になったので片付けをしようとTh が言うが、Ａ
はホワイトボードから離れず、なかなか片付けに手をつけなかった。
母親との面接より、学校の就学前相談に持参するための資料を作ってほしいとのことで、次回
はＡの心理検査を実施することとなった。初回で終わる時間を知らせるとスムーズに母子分離、
退室でき、事前に予定を知らせると、比較的スムーズに物事に取り組める様子が見られたため、
母親袒当の相談員から次回は違う部屋で検査を行うことを伝えた。
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＃３　Ｘ年６月第４週目
母親袒当の相談員がＡにＫ-ＡＢＣ検査を実施。母親は同室にて観察していた。以下に検査結果
を記す。
継時処理　　　　76 ±9
同時処理　　　　 特定不能のため算出せず
認知処理過程　　 特定不能のため算出せず
習得度　　　　　69 ±7
前半は課題への取り組みは良く、はきはき答えていたが、課題が長くなると徐々に集中力が低
下していき、匚難しい」という発言が増えた。座る姿勢が崩れたり、離席したりすることもあっ
たが、匚あと少し」といった検査者の声で見通しを もち、最後まで取り組んでいた。全体的に検
査に臨もうとする姿勢は育ってきているが、長くなると集中力が途切れがち。しかし 匚やらなけ
ればならない」という状況は理解して頑張ろうとする姿がみられた。わからない時には 匚難しい」
という言葉で伝えていた。
【手の動作】課題は、検査の前半で集中力があったこともあり、動作を見て覚えて模倣するこ
とは年齢以上の力を発揮した。【語の配列】【視覚類推】【位置さがし】の粗点 はO点、【模様の構
成】の祖点は1点であり、全体的にＡにとっては難しかったようである。
母親は『Ｘ年１月に新版Ｋ式発達検査2001を受けたときよりも聞く姿勢がよかった。わからな
いことをわからないと言えるようになってきた。わからなくても答えようとしていた』と検査の
様子を肯定的にみていた。
Ｘ年7月第2週目
検査結果を聞きに母親のみが来談した。Ａが通う保育園は、課題の多い園であるとの情報から、
検査結果とともに、以下の点について相談員から母親に助言した。①Ａにとって集中可能な範囲
で適度に休憩を入れながら、見通しをもち、学習していくことが望ましいこと、また②動作を見
て模倣することが得意なことから、理解を促すために視覚情報を取り入れるのかよいこと、さら
に③一定時間頑張らせることと、一方で注意を集中することによって蓄積された緊張を開放でき
るような関わりが望まれることであった。就学を考えるうえでも、学習の時間と自由に自己表現
できる時間をもてるほうがよいと思われる旨を伝えた。
母親の様子は安定しており、夫婦間ではＡを特別支援学級に入れることを決断し、意見は一致
している様子であった。母親は、弟とＡのやりとりで、Ａ自身が成長していると話し、夫 もＡを
ほめているとのことで、家族が支え合っている様子もうかがえた。Ａは雨、風、雷が苦手だが、
昨年と比べると、自分で歌を歌ったり、耳をふさいだりして対処しているとのことであった。母
親はまた何か困った時に面接を希望すると話し、Ａは保育園での課題に集中する一方で、自由に
自己表現できる場をつくるため、 リラックスしてＡがもつ潜在的な能力をより発揮できるように
することを目的として、引き続きTh とＡの1対1での関わりをもつこととなった。
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＃４　ｘ年７月第５週目
入室後Ａは木琴を取り出し、周りを見ながらおもちゃを物色する。 ホワイトボードに【ありさ
んあつまれあいうえお】【かにさんかさこそかきくけこ】【さかだちさかさまさしすせそ】【だの
しいたこあげたちつてと】【ならんでなわとびなにぬねの】【はなたばはなびらはひふへほ】【ま
えよりまじめにまみむめも】【やはりやさしいやいゆえよ】【らくちんらいおん】と何かを思い出
し口にしながら書いていく。その後全部消して、机の上に乗ってホワイトボードの一番上の角か
ら同じことを書く。続けて 匚時計かく」と言ってｎ時を指した時計を描いた。
ボーリングでは1回でＡがストライクを出す。匚次お姉さん」と言って倒した後、Ａが2度投げ
て 匚片付ける。倒しだから」と言って終わる。その後、Ａはボクシングのグローブを見つけて手
にはめた。Ａの背より大きな起き上がりごぼしに飛びついていき、 グローブで殴ったりけったり
乗りかかったりする。≪Ａ選手強い！Ａ選手の勝ち！≫ などとTh が声をかけると勢いをつけて
飛びついたりした。時間になったので片付けをしようとTh が言うが、匚ｎ時」と言ってなかなか
片付けに手をつけない。バランスボール、なわとび、 ホワイトボードに文字を書いたり、お道具
箱に手をつけたりで、なかなかなおさなかった。
＜見立てと感想＞
Th の名札を見て文字を書こうとするなど、関係を築こうとしたり、色々なものを書きたいと
いうＡの気持ちがうかがえた。思いきり活動的に動き、自己表現をしようとする一方で、時計の
絵を描くなど、時間や約束を気にしている姿もあり、十分に自分を出し切り表現できているのか
Th が疑問に感じることもあった。自己表現を十分にできていないのか、あるいは一定のルール
や自分なりのこだわりを守ろうとする障害によるＡらしさとしての行動なのか、判断に迷うとこ
ろもあった。
＃５　Ｘ年９月４日
Ａは10分前に来て元気に挨拶をする。今回は弟も一緒に来ており、二人でTh に話しかけてく
る。Ａは腕時計をうれしそうに見せる。
入室後Ａは、人の全身が描かれたボードの所々に、様々なパーツの穴が開いており、穴に埋まっ
たパーツをピンセットで取るビリビリドクターゲームに手をつけた。パーツをピンセットで取る
際、ピンセットを金属でできた穴の淵に触れずに取らなければ、振動と音が鳴る仕組みになって
いる。Ａは音と振動に 匚どうやってやるの？怖い、難しい」と言う。楽器やホワイトボードに落
書きをするなど遊びが定まらない。その後お道具箱を見つけ、その中の絵の具を取り出し 匚絵の
具大好き」と言いながら道具を広げる。遊びが決まるとTh が用紙を探している間、Ａは机の上
の楽器を片付ける。匚これなんて言うの？」と絵の具のカタカナを指して言い、Th がく これはレ
モン色≫と教える。Ａは絵の具を右から順番に、時々絵の具に書かれた文字を読みながらパレッ
囗こ出していく。紙に緑で【め】と書き、その上から黄緑や黒を混ぜて【め】をなぞる。その後
筆を水で流すと色が混じり、匚抹茶になった」と言いながら洗面台に流し、混ざった色で筆を走
らせていた。用紙に青で横線を描くので、≪海？≫ と聞くと 匚夜」と答える。さらに藍色をパレッ
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囗こ足し、雨が降っている様子を描いた。パレット上でさらに赤を混ぜ、洗面台で筆を洗い、色
がにじむのを楽しんでいた。最初に緑を混ぜたパレットのところで、黄色、レモン色、白を足し
て混ぜる。そのとき 匚レモン色」と、読みながら絵の具を出寸。匚これ何色になる？」と言いなが
ら混ぜ、水に流し、その水を見て 匚抹茶や」匚お誕生日で抹茶で忤るねん」と話す。そして先に
描いた雨空を抹茶色に上から塗る。≪Ａちゃんは抹茶好きなん？≫と聞くと 匚うん」と答える。
その後またビリビリドクターゲームに手をつけ、ゲームボードに書いてあるカタカナを 匚これ
何？」とＡは聞く。終わりの時開か近づいたので片付けを促すが、なかなか手をつけない。Ａは
ビリビリドクターゲームに熱中していた。
以前から文字を書くのが好きな様子はあったが、今回はカタカナに関心かおる様子を見せた。
わからないことや、自分の興味のあることについて積極的に尋ねてくる。自分の腕時計で時間を
気にする様子もあり、帰ることを嫌がりはするものの、片付けに手をつけるようになったり、最
初と比べるとスムーズに退室できるようになってきた。またこの日は就学前相談に行った際の報
告書を母親が持参した。両親は小学校では特別支援学級に人級することに決めている。また母親
は今月運動会があると話す。≪走るの速いんじゃない？≫とTh が言うと、母親が『練習では1番
なんですけど、本番では笑いながらでべべなんです。でも楽しそうにしてます』と笑って話して
いた。
＃６　Ｘ年10月第１週目
いつもＡは来談したことがわかるくらい大きな声で挨拶をして来るが、今日は静かで、いつも
より元気がない様子であった。 20日に運動会かおり、色々大変だったと母親が話す。その開Ａは
一人でプレイルームに入っていき本琴をたたいている。入室後はしばらく色々なおもちゃに手を
かけ、粘土を見つける。どれを見て忤ったらいいのかとモデルを探し、匚団子忤ろう」と言って
黙々と粘土をつぎはぎして忤る。横でTh も一緒に忤った。突然 レホールで遊ぶ」と言って立ち、
バランスボールに手をかけ、さらにビリビリドクターゲームを見つけた。
ビリビリドクターゲームでは 匚鉛筆なくなった」と言ってパーツがないことをＡは指摘する。
電源はOffで、ピンセットで上手くパ ーツが取れないときは 匚どうやってやるの？」匚お姉さん
やって」と言う。 Thがやってもう少しで取れそうな様子を見ると 匚Ａちゃんがやったろか？貸
して」と言うのでＡにピンセットを渡す。Ａが困っているとTh が手をかし、こうやって取ると
示すとＡも挑戦する。匚難しい」とつぶやき諦める場面もあったが、Th がパーツを取ると、Ａも
また試みる。できない場合は二人で協力して一つずつパーツを取っていくことができた。Ａが一
人で取ることができたときにはTh が 匚すごい 凵 と言って誉めると、Ａはやり方のコツをつか
み始める。
途中でＡは 匚お相撲さんやろ」と言いバランスボールを二人でぶつけ合う。 タイミングを合わ
せて二人でぶつけたり、大きくボールをついたりしてＡは楽しそうであった。しばらく遊ぶとＡ
はまたビリビリドクターゲームに手をつける。匚難しい」匚お姉さんやって」と言いながら、順番
にパーツを取っていく。Ａが 匚疲れた」と言っていても、Th がパーツを取ると、興味をもって
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覗く。匚これ見せて」とゲームの箱の写真を真似してパーツを取ろうと試みているようであった。
最後のパーツを取ると、Ａはまた元に戻し始め、匚片付けよう」と言いそのまま片付けた。片付
けができるとそのまま自分から退室した。
全体的にいつもより活動的な様子が少なかった。　しかし時間を守ったり、自分から積極的に片
付けをしたりするなど、とてもスムーズに退室できた。決まりを守ることについて習慣づいてき
たのかもしれない。退室後は母親が運動会のことを気にしている様子で、プレイセラピーの様子
を尋ねてきた。『12月からＢ（医療機関）に感覚統合を行うために通う』と母親は話す。
＃７　Ｘ年11月第２週目
母親によると、運動会以降、最近のＡの様子はとても穏かとのことであった。加配の先生が
増え、全体的にクラスも落ち蓿いたと話す。入室後Ａはおもちゃを物色し、絵の具を取り出す。
匚灰色だけ」と話し、画用紙を取り出して灰色のクレヨンで太陽を描き始める。≪灰色はどうやっ
て作る？≫とTh が言うと 匚黒と白」と言う。≪何色好き？≫ と聞くと 匚緑が好き」と答えるので
≪（以前赤と答えたので）赤じゃないの？≫と聞くと 匚ううん、緑が好き」と話す。≪お姉さん
が好きなのはピンク色。灰色は好きじゃない？≫と聞くと再び 匚緑が好き」とＡは言う。画用紙
に本を描き、本にりんごをつけ 匚紫はどうやって作る？」とＡが言うので≪青と赤≫とTh が教
える。用紙の真ん中にも本を描き、幹に【もりのふぁみりー】と書き込む。右下に切り株を書き
込む。そばに熊を描き（何かをたずねると熊と答えた）ブランコを描く。その後Ａは絵の具で紫
を作り、本になった実に色をつけた。次にパレットを洗い、黒と白で灰色を作り、熊を灰色で塗
るが 匚小さいからねずみ」とＡは言う。続いてパレットを洗って、オレンジを探す。朱色を取り
出しオレンジとして使い、 ブ｀ランコを塗る。塗り終わると赤でりんごと太陽を塗り、パレットを
洗う。パレットを洗うとき、水で薄くなった赤を見てＡが 匚ピンクや、ピンクになった」と言う。
突然ホワイトボードに線をなぐり描きし、バランスボールをつきながら 匚12月は終わりや」と
話すので≪終わり？何か終わり？≫と聞くと 匚Ｃちゃん（友達）の学校（当センターのこと）。今
日で最後終わりや」≪今日で屐後なん？≫ 匚うん。～～（聞き取れず）行くもん」≪Ｃちゃんどこ
か行くの？≫ 匚違う、Ａちゃん」≪Ａちゃんがどこか行くの？どこ行くの？≫とTh が聞くが答
えず、黄緑で本の葉を塗る。≪Ａちゃん12月にどこか行くの？≫ 匚Ｂ（医療機関）」と話す。≪Ｂ
（医療機関）行くの？≫とTh が尋ねると 匚もう行った。9月に行った」と話す。≪楽しかった？
≫と聞くと 匚楽しかった」とのこと。≪だからバイバイつてこと？≫ 匚うん」≪ここ？≫ 匚ここ」
と返ってきた。≪今日でバイバイかもしれない？≫ 匚今日でバイバイかもしれない」とＡは話す。
Ａは 匚緑。緑大好き」と話しホワイトボードの落書きを消そうとする。届かないところを≪消そ
うか？≫とTh が声をかけると、匚いい、自分で」とＡは言い、Ａは全部消すことができた。その
ままホワイトボードの両端に【すたーと】と【コ （ーう）る】と書き込み、道をつけて迷路を描い
た。 スタートに近いあたりで一重円を描きゴールまで道をつくる。そして途中の道に二箇所ほど
行き止まりや入ってはいけないところをつくった。Ａが描いている間、Th は少し離れて後ろか
らその様子を見守っていた。その後 匚絵の具終わり。次何する？ボーリング」とＡは話すが 匚一
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人で」と話すのでく じゃあお姉さん見とこうか≫と言いながら絵の具を片付ける。その後Ａは終
わりの時間を気にしながら遊び、片づけが終わると 匚また遊びに来るわ」と言い、Th に促され
退室した。
今回は元気でエネルギッシュな様子でなく、丸く穏やかな印象であった。匚お姉さんこれやっ
て。これどうやってするの？」と聞くところを 匚一人で」と言ったり、匚今日で終わり」と発言す
るところもあり、Ａの自立を感じさせるような様子がみられた。Ａの様子を母親に伝え、これま
でのように自由に自分を表現することを目的としたプレイセラピーが提供できること、さらに小
学生からは当センターで行う発達障害児のグループ活動にも参加できる旨を伝え、何かあれば予
約を取るということで終結した。
考　察
１、遊びを通しての成長過程
Ａの遊びの特徴として、遊びが定まるまでは木琴や太鼓、トランペットなどの楽器に手をつけ
たり、ボールプールに飛び込んだりする様子が見られた。ひとたび熱中できる遊びを見つけると、
没頭し、話しかけても答えてくれないといったこともあった。一方で、Th とＡが共にひとつの
遊びを共有する中で、誰かと一緒に遊ぶことが楽しいと感じている様子も伝わってきた。人と関
わりをもつことは楽しいことという肯定的感情を持つことはＡにとって非常に大切なことである
と思われた。
＃1、＃2で多くの時間を割いたボーリングやままごとは、ＡとTh の信頼関係を築く大きな役
割を担った遊びだったと思われる。この初回に盛り上がったボーリングはその後ら何度かＡの遊
びの中に登場するが、匚できたからおしまい」ということで徐々に減少した。そして最終回にま
たボーリングをすると発言かおるものの、Ａは 匚一人で」と話し、Th はそばで見守る形となった。
一方、初回にはやり方がわからず興味を示すものの、あまり手をつけなかったビリビリドクター
ゲームは、プレイセラピーが進むにつれて取り組む時開か増えていった。＃5でビリビリドクター
ゲームのボードに書かれたカタカナに興味を示し、挑戦するが、終了時間となってしまう。 ＃６
では難しいながらも助けを求めたり、どのようにしだらできるかモデルを探したりして、自分な
りに問題解決策を見つけながら数回かけて最後までやり抜くことができた。ここでも二人で協力
してピンセットをうまくつかってパーツを全て取ることができた。これらのことから、Ａの自立
していく成長過程を垣間見ることができたと言えよう。匚お姉さんやって」と発言していたもの
を、一人でもでき、Ａにとっては大きな自信になったのではないかと思われる。
また、バランスボールをついて走り回ったり、 ボールプ ールに飛び込んだり、木琴などの楽器
を弾くことは、あまり多くの時間没頭しているわけではないが、ほぼ毎回行っていた。大きな音
を自分で出し、大きな動きをすることによって、体全体を使ってエネルギーを外に発散している
ようであった。作業に没頭したり、真剣な表情で集中力を使っていると思われる遊びの後に突然
バランスボールを出してきたり、何か遊びが決まる前、熱中する遊びの前におもちゃを探りなが
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ら楽器をたたいで遊んだりすることがあった。Ａなりの集中力をつかうところと、 リラックスし
て自分を解放するところの切り替えがあったのかもしれない。
Ａはひらがな、カタカナなどの文字に興味を示していたが、友達との手紙のやりとりを楽しん
でいるようで、来るたびに色々な文字を書いて見せ、当センターでも物の名前を覚えるなどして
いった。 ＃1でＡはTh にホワイトボードに絵を描くように求める。 ＃2ではTh の真似をして文字
を描き、自分で絵を描いたり、文字を書いたりするようになった。
＃5の絵の具遊びでＡは雨の降る夜空の絵を描き、それを上から好きな抹茶色で塗りつぶして
いく。実際に雨風があっても、耳をふさいだり、大声で歌ったりしながら自分でも対処しており、
苦手なものも好きなもので補う力強さを感じた。また、最終回ではホワイトボードにスタートと
ゴールと思われる文字を描き、迷路を描いていく。Ａにとって不快な思いや困ったことが起こっ
ても、Ａなりに自分で対処できる見通しを もてたのではないかと思われる絵を最後にTh の前で
見せてくれたのが印象的であった。
２、高機能広汎性発達障害児へのかかわりについて
Ａは就学前であり、普通学級に入るか特別支援学級に入るかで母親自身が迷いを持っており、
また発達障害について理解がないと保育園の先生には不信感を持っていた。さらに通い慣れた療
育施設が閉鎖されることから、当センターに来談時、母親はかなり不安を抱えていた。小学校で
はＡにどのような環境が提供できればいいのかを探るための就学前相談を受ける準備として、当
センターでアセスメントを行った。その結果Ａには集中できる時間と、その一方で緊張を解放で
きる場が必要であり、小学校では特別支援学級の利用も検討できることが話された。そして就学
前の現在では、課題の多い保育園生活の一方で、Ａが自由に自己表現できる場として当センター
でプレイセラピーを行った。
しかし筆者自身、高機能広汎性発達障害についての知識や対応経験も少なく、学校生活や日常
生活でどういった問題、あるいは配慮が必要となってくるかなどまだまだ勉強不足であった。Ａ
が潜在的にもっている能力を発揮できる場を提供するためにも、障害特有の行動、さらにＡの行
動において、配慮しなければならない点がいつくかあったのではないかと思われる。
決まった遊びを決まった手順で行うことで安心感をもつことや、雨風などを怖がるＡの場合、
音などに敏感な点など、Ａの感覚に配慮した関わりが必要であったと感じる。Ａなりのルールを
崩してしまい、Ａが自分らしく振舞えないような言動をTh がしていた可能性がないとは言えな
い。Ａのペースを理解し、Ａのペースを守って関わることで、Ａが安心して自己表現できる場所
になったのではないかと思われた。また最終回でＡが 匚今日で終わり」と話しはしめた際の会話
では、Th 自身がＡにとってわかりにくく曖昧な返答をしてしまったのではないかという懸念も
ある。 ThがＡの思いをうまく言語化することで、模倣の得意なＡはより一層自分自身の思いを
表現できる方法を学んでいくのではないかと思われ、Th の言葉による関わり方の重要性を感じ
た。しかし一方で、Ａは違うことは 匚違う」あっていることは 匚そう」と発言することもできて
おり、あの時にTh が肌で感じた自立の芽生えはなんとも表現しがたいものであった。
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ある一定の枠組みと、Ａらしく自由に振舞える環境を提供することの難しさを感じた。障害の
特性を知った上で、本人は何を伝えたいのか、表現したいのかをTh がしっかり受け止めること
が大切であると感じた。
おわ りに
Ａの生き生きとした言動により、初回から力強さを大きく感じた。今回、事例提供の協力をい
ただくにあたり、母親と連絡を取らせていただいた。その際Ａの近況を聞かせてもらった。『Ａ
は特別支援教育を受け、友達と楽しく遊んでいる。 ストレスもなく学校生活を本当に楽しんでい
る』とのことであった。事例提供についても『発達障害の子供たちにとってよりよい環境になっ
てほしい。ぜひお願いします』と言って下さった。Ａをけじめ、日々成長する子どもたちの可能
性、自立を支える環境が充実すればと心から思う。
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